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衛星リモートセンシンクを利用した畑地土壌炭素蓄積量の推定
丹羽勝久〈株〉ズコーシャ〉・本郷千春（CEReS)
用した衛星画像
SPOT4号 2001年5月18日撮影
現在ア地球温暖化緩和対策として、土壌炭素貯留
能が注目。本研究では衛星リモートセンシングから
土壊炭素蓄積の現存量把握を目的。
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図芽室町の土壌母材
土壌炭素蓄積推定の手JI債
｜衛星画像から表層（Ap1層）の土壌炭素濃度を推定。
.,("-;. 
融合
の土壌炭素濃度から深さ0～30cm、30～95cmの土壌炭
積量を母材別に推定（容積重が母材により異なるので）。
表衛星函像の各規度債と表層の土寝炭素漫度の聞の相関係数
｜土壌炭素蓄積
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土壇世襲蓄種量マップの作成
（マップ作成に利用した調査地点：全55地点のうち35地点：河成堆積
物9地点、火山灰／河成堆積物9地点、火山灰17地点）
作成したマップの精度検誼
（全55地点のうち20地点：河成堆積物3地点、火山灰／河成堆積物5地
点、火山灰12地点）
深さ 回帰方法
キ
深さ30～95cm
キ
Vol/ al 
Al (n・，9) Vol (n・17)
(n=-9) 
対数回帰 0.97” 0.96** 0.96** 
指数回帰 0.91” 0.87** 0.94” 
累乗回帰 0.94” 0.97** 0.97” 
30-95cm 対数回帰 0.47 0.38 0.78** 
指数回帰 ・ 0.60 0.94** 
累乗回帰 ー 0.65 0.90“ 
帥 pぐ0.01.Al，河成堆積物；Vol/al，火山灰／河成堆積物；Vol，火山灰
0・30cm
土犠炭素蓄積量l主、土犠炭素湿度x容積霊で算出されること、一般に
土犠炭素濃度と容積量lま負の格関関係を有すること等を理由とし、表
層の土緩炭素濃度と土議炭素J積量の関係I立、線形回帰を除く、各
単回帰方法（対数、指数、思索）で検針。
S剖 2切
RMS!l－印刷！a(:ha'
i,: I . ; . 土壌炭素蓄積量（MgCha-1) 
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図土壌炭素蓄積量の推定値と実混lJ値の関係
Al，河成堆積物； Vol/Al，火山灰／河成堆積物； Vol，火山灰図芽室町の土壌炭素蓄積量マップ
衛星リモートセンシングは、畑地の広域的土壌炭素蓄積量の把握に有効。今後の課題として、営農
により変化する微細な土壌炭素蓄積量をモニタリングするために、予測精度の精徹化が重要。
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